
「
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｐ
２
０
１
０
名
古
屋
会

議
」（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｐ
：
国
際
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
会
議
）
に
つ
い
て 

 
名
古
屋
国
際
会
議
場
（
白

鳥
会
場
）
に
お
い
て
平
成

２
２
年
８
月
１
日
か
ら

８
月
６
日
の
間
、
国
際
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
会
議

（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｐ
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｐ
の
過
去
１

０
回
は
組
織
本
部
の
あ

る
米
国
で
６
回
、
そ
の
他
、

英
国
、
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン

マ
ー
ク
、
カ
ナ
ダ
の
欧
米

で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
本
会
は
欧
米
以
外
で

初
め
て
、
日
本
の
名
古
屋
で
の
開

催
で
す
。 

 

各
国
の
参
加
者
が
白
鳥
会
場
に

て
論
文
発
表
等
を
行
う
中
、
８
月

１
日
か
ら
３
日
の
間
「
２
０
１
０

建
設
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
・
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｐ

道
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
展
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

出
展
者
は
企
業
、
学
校
、
自
治
体

の
多
岐
に
わ
た
り
１
８
４
区
画
の

出
展
が
あ
っ
た
模
様
で
す
。 

矢
作
建
設
グ
ル
ー
プ
も
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｌ

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｌ
、
Ｅ
Ｇ
Ｐ
、
ク
ー
ル
ベ

ー
ブ
を
出
展
い
た
し
ま
し
た
。
（
写

真
１
） 

 

最
終
日
の
８
月
６
日
に
開
催
さ

れ
た
「
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
」
は
、

国
際
会
議
に
参
加
さ
れ
た
外
国
の

方
々
に
日
本
の
道
路
技
術
を
見
学

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
建
設
中

の
道
路
に
交
え
ヤ
ハ
ギ
道
路
ア
ス

コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
見

学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ツ
ア

ー
は
午
前
と
午
後
そ
れ
ぞ
れ
３
０

名
ほ
ど
が
訪
れ
、
ア
ス
コ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
見
学
に
併
せ

て
ク
ー
ル
ベ
ー
ブ
の
実
験
ヤ
ー
ド

を
案
内
い
た
し
ま
し
た
。 

ア
ス
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
で
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ガ
ラ
を
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
施
設
や
、
豊
田
市

で
発
生
す
る
ご
み
焼
却
灰
の
ス
ラ

グ
を
砂
の
一
部
に
使
っ
て
い
る
様

子
等
を
説
明
し
、
見
学
者
の
興
味

を
引
き
ま
し
た
。
（
写
真
２
） 

 

 
ク
ー
ル
ベ
ー
ブ
実
験
ヤ
ー
ド
の

案
内
で
は
、
実
際
の
路
面
を
触
れ

て
い
た
だ
き
、
炎
天
下
の
普
通
の

舗
装
の
熱
さ
に
驚
か
れ
、
ク
ー
ル

ベ
ー
ブ
の
路
面
の
温
度
差
に
感
心

し
て
い
ま
し
た
。 

見
学
者
は
欧
米
、
ア
ジ
ア
が
半
々

に
見
受
け
ら
れ
、
教
授
、
研
究
者

が
参
加
さ
れ
て
い
る
様
子
で
、
日

本
独
自
の
舗
装
技
術
で
あ
る
保
水

性
舗
装
に
つ
い
て
、
通
訳
が
対
応

し
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
質
問
が
あ

り
、
見
学
終
了
時
間
を
あ
っ
と
い

う
間
に
迎
え
、
名
残
惜
し
そ
う
に

現
場
を
離
れ
ら
れ
ま
し
た
。
（
写
真

３
） 

   

（写真１） 

（写真２） 

（写真３） 




